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昨年なんでも出来る、カッコイイ獣医師目指してと投稿してから 1 年経ち、獣医師

となって 1 年半が過ぎました。去年の今頃は「あ～でもない、こ～でもない。」と牛

と戦っていました。牛を保定するのに息を切らし、糞を白衣と長靴の中に浴び、病気

を診断するのに頭から煙が出そうなほど悩み、静脈注射を打つ緊張感で冷や汗をかき、

家に帰って寝ると診療をしている夢を見る、そんなヘロヘロになる毎日を過ごしてい

ました。 

今年4月から担当している地域は山の中で春はスギ花粉にやられ、夏は緑が美しく、

秋はイネ花粉にやられ、冬は雪の山道に恐怖を覚えるような場所で四季を感じながら

の診療です。去年の自分のヘロヘロと比べ、余裕が多少出た気がしており、去年の経

験が少しは生かせれているのでしょうが、白衣に糞をいっぱい浴びることは変わりは

なく、診療の経験、勉強不足はやはり感じます。「産んだ牛が、全然食べないんだけ

ど。」ある日の往診依頼です。はりきって診療に向かい、検査です。「外見異常なし、

熱なし、乳房炎なし、第四胃変位なし、糞も普通、尿ケトン出てない。・・・。」一体

この牛に何が起こっているのか？様々な疾病が頭の中を駆け巡ります。しかし、わか

らない・・・そんな時は便利アイテムの携帯電話と先輩獣医師です。「こんな牛がい

るんですけど、何でしょうか？」「産んだストレスとか子宮痛いだけじゃないの？」

「・・・。ですよね～。」分娩の途中で餌を食べる猛者もいれば、デリケートな牛も

いて当然です。痛み止めと補液をすると翌日モシャモシャと元気いっぱいに食べてい

ました。毎度こういうわけではありませんが、「なんだ・・・これは。」と原因が確定

しないものに遭遇することもあります。そんな時に牛自体以外に目をやると餌、暑さ、

水など原因を見つけることが出来ることも少なくありません。彼ら(牛たち)のストレ

スへの弱さに気付くことが改めてあります。とくに毎年の真夏の暑熱ストレスは牛達

に多大なストレスを与え、体温が上がり、水分を消失しやすくなり、容易に食欲不振

から危険な状態まで陥ってしまいます。今年の夏もやはり猛暑、自分も水分補給を怠

り、診療中にめまい、頭痛、嘔吐に襲われ、自動販売機までフラフラになりながら辿

り着き、身をもって熱中症、脱水症を学習してみました。あれは経験しないとわから

ないと思います。「気持ち悪い、頭痛い、目を閉じたらもう覚めないような・・・。

というか死んでしまいたい。」と心が折れそうな苦しみです。診療所に帰ってからも

「体調管理ぐらいしっかりしろよ。」と罵られ心身ともにズタボロとなり、カウコン

フォートの重要性に目覚めた瞬間でした。診療の短い時間だけで汗が吹き出るような

牛舎に牛達は一日中いるわけですから調子が悪くなって当然と思います。 

そんなこんなで毎日を過ごし、診療するだけでなく全てが勉強となっています。現

場で出来る検査だけでわかることもありますが、牛、環境、餌すべてを見る目を身に

つけ、知識をさらに増やし、現場での「なんだ・・・これは。」を減らし、いろいろ

な事に気付くことが出来るカッコイイ獣医師目指して頑張りたいと感じます。 
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